　
○○地区防災計画（例）
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令和○年○月
○○自主防災会

１　基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　
大規模な地震や豪雨災害等が発生した際は、交通網の寸断・火災の同時多発などにより市や消防といった行政による「公助」だけでは十分に対応できない可能性があり、自分の身は自分で守る「自助」はもちろんのこと、地域における自主防災会、ボランティア、企業等が共に支え助け合う「共助」の精神が重要となります。
　この「○○地区防災計画」は○○における「自助」・「共助」の防災活動体制を構築することで地域防災力を高め、地域コミュニティを維持・活性化することを目的とします。
２　計画対象地区と作成主体　　　　　　　　　
　
⑴　計画対象地区
　　　「○○地区防災計画」は次の地区を対象として定めます。

　　
	地区名
	町名
	備考

	○○地区
	○○
	


　　※対象地区は別添地区防災マップ参照

　⑵　計画作成主体
　　　「○○地区防災計画」は次の団体が定めます。

　　　
	団体名
	所在地

	○○自主防災会
	


[image: image3.emf]災害時要援護者名簿（訪問）

№ 氏　　名

隣保等

住　　所

電話番号 年齢 性別

家族（関係者）連絡先 支援の方法

支援

者数

備　　考

1

2

3

4

災害時要援護者名簿（電話連絡）

№ 氏　　名

隣保等

住　　所

電話番号 年齢 性別

家族（関係者）連絡先 支援の方法

支援

者数

備　　考

1

2

3

4




３　地区の特性と予想される災害　　　　　　　
　⑴　地区の特性

〔記載内容〕

　　　　地区防災マップを作成し、地区の地形的な特徴や地区で災害が発生しそうな場所等、災害に関する情報をここに記載します。

（例）

　・大規模に開発された地区である。

　・埋め立てによって形成された地区である。

　・○○川が過去に大雨で氾濫したことがある。

　・集中豪雨等で浸水・道路冠水したことがある。

　・内水により浸水したことがある。

　・浸水想定区域が含まれる。
・土砂災害警戒区域等が含まれる。
　⑵　予想される災害　　

〔記載内容〕

　地区の特性に合わせて、想定される災害（被害の状況）をここに記載します。

（例）

　・集中豪雨や台風により次の被害が想定される。

　　　　○○川の氾濫や堤防の決壊

　　　　○○地区周辺で家屋への浸水

　　　　〇〇地区周辺で道路冠水
　　　　○○地区の崖崩れ

　　　・地震による災害

　　　　家屋の倒壊や火災

　　　　○○川の堤防の決壊

　　　　○○橋の損壊

　　　　○○地区の崖崩れ



４　地区の防災体制　　　　　　　　　　　　　
　⑴　防災体制
	１ 組織の体制
	自主防災会
	自治会

	
	会長
	区長

	
	副会長
	副区長

	
	総務班長
	


	
	情報班長
	

	
	消火・水防班長
	

	
	救出・救護班長
	

	
	避難誘導班長
	

	
	給食・給水班長
	

	
	災害時要援護者支援班長
	

	
	民生委員児童委員
	民生委員児童委員

	２ 集合場所
	施設名
	管理者
	電話番号

	
	○○公民館
	
	

	
	○○
	
	

	３ 指定避難所
	施設名
	管理者
	電話番号

	
	○○小学校
	
	

	
	○○
	
	

	４ 避難経路
	地区防災マップのとおり

	５ 緊急時の
　 連絡先
	連絡先
	電話番号

	
	西脇市役所
	0795-22-3111

	
	西脇消防署
	0795-22-0119

	
	西脇警察署
	0795-22-0110

	
	西脇病院
	0795-22-0111

	
	関西電力
	0800-777-3081

	
	伊丹産業（プロパンガス）
	0795-22-5535

	
	伊丹産業（都市ガス）
	0795-22-8000

	
	災害用伝言ダイヤル（録音時）
	171（ガイダンス）

	
	災害用伝言ダイヤル（再生時）
	171（ガイダンス）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	６ 特記事項
	


　⑵　活動体制
　　　自主防災会長の指示のもと、各対策班の班長を招集し、自主防災会災害対策本部を立ち上げ、地区内の災害対応を実施します。
	班名
	平常時の役割
	災害時の役割

	総務班（本部）
	全体調整
関係機関との事前調整
	全体調整
関係機関との調整
被害、避難情報の全体把握

	情報班
	啓発
広報
情報収集手段の確認
	住民、市、報道機関等からの情報収集、情報伝達
タイムラインの作成　
防災行政無線の活用


	消火・水防班
	器具の整備
器具の点検
	消火器等による初期消火
水防工法の実施

	救出・救護班
	器具の整備
器具の点検
	負傷者の救出
負傷者の応急手当
救護所等への搬送

	避難誘導班
	避難経路の点検
	住民の避難誘導

	給食・給水班
	器具の整備
器具の点検
	炊き出し
給水活動

	災害時要援護者支援班
	災害時要援護者の支援体制の整備
	災害時要援護者の避難行動の支援




⑶　保有資機材一覧
	保管先
	資機材名
	数量
	備考

	○○公民館
	ヘルメット
	50
	

	○○公民館
	スコップ
	10
	

	○○公民館
	かけや
	５
	

	○○公民館
	ブルーシート
	10
	

	○○公民館
	土のう袋
	200
	

	○○倉庫
	発電機
	１
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




５　平常時の行動　　　　　　　　　　　　　　
自主防災会や地区で協力し、「共助」を実施していくためにも、まずは自分や家族で身を守る「自助」の取組は必要不可欠です。

　　いざというときに地区の力が発揮できるよう、地区のみんなで協力して防災活動に取り組みます。

　⑴　防災知識の普及・啓発
　　　防災対策では、住民一人ひとりが防災に関心を持ち、準備することが重要です。地区防災訓練や出前講座等を通して、住民への防災知識の普及や啓発活動を行います。

　⑵　地区の安全点検
　　　防災の基本は、自分たちの住むまちを知ることです。
　　地区の危険な場所や防災上問題のある場所を確認し、
　　改善のための働きかけなどを行います。

　　　また、各家庭での家具転倒防止器具の取り付けなどを推進することで、二次災害の発生を防止します。

　⑶　防災訓練
　　　防災訓練は、いざというとき、あわてず、的確に対応するための欠かせない活動です。住民に積極的な参加を呼びかけて、訓練を行います。

　⑷　防災資機材・非常用備蓄品の備え

　　　地区で管理する防災資機材を災害発生時に適切に使用できるよう、点検や使い方の確認を行います。

　　　また、各家庭における非常用備蓄品の必要性の啓発活動を行い、住民の災害に対する備えを推進していきます。

　　　備えるべき物品等は、「西脇市市民防災ガイド」を参考に各家庭で検討します。


６　災害時の行動　　　　　　　　　　　　　　
　　災害時は、負傷者や火災など想定外の事態が発生する可能性があります。

このため、タイムライン（災害の発生を前提に、発生する状況を想定し風水害、台風等災害発生想定時点を「０」として、事前に実施すべき防災行動を時系列で整理した計画）を作成し、市と連携しながら、みんなで力を合わせてケガをしないよう注意しながら被害の軽減に向けた活動を行います。

　
　⑴　各班の役割
　　ア　総務班　　
組織活動の全体を把握・調整するとともに、被害
情報や今後の災害の移り変わりなどにより、組織の
活動体制を決定します。

　　イ　情報班　　

　　　　住民・市・報道機関等から正しい情報を収集、各班への情報提供を行うとともに、必要に応じて防災行政無線を活用し住民に情報を伝達します。
また、地区の被災状況や火災発生状況等を取りま
とめ、市へ報告します。

　　ウ　消火・水防班　　

　　　　火災が発生した場合、消防車が到着するまでの間、
　　　火災の延焼拡大を防ぐための初期消火活動を行いま
　　　す。

　　　　また、水害時に水防工法を実施します。

　　エ　救出・救護班
　　　　みんなで協力して負傷者や家屋の下敷きになった人の救出・救護活動を行います。

　　オ　避難誘導班
　　　　住民を避難場所等の安全な場所へ誘導します。

　　カ　給食・給水班

　　　　地区で必要な物資を把握し、市と連携しながら、必要に応じて避難所等で炊き出し・給水活動を行います。

　　キ　災害時要援護者支援班　　

　　　　災害時要援護者の安否確認、避難の支援を行います。

　⑵　地震発生時

　　ア　災害発生当初の行動

　　　・　身の安全を確保する行動をとります。

　　　　（姿勢を低く、頭を守り、動かない）

　　　・　通電火災などの二次災害発生を防止するため、避難時は電気器具などの電源を切り、ブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めます。

　　　・　家族の安否確認や屋内の安全を確保します。

　　　・　災害情報を取得します。

　　イ　安否確認

　　　・　自分と家族に被害がない場合、安全な場所に身を寄せるとともに玄関やドアノブに安否確認板などを掛け、安否を知らせます。

　　　・　安否が不明な場合は、救出・救護班と連携し、救出・救護活動を行います。

　　　・　地域外に避難する場合は、自主防災会に連絡します。

　　ウ　初期消火

　　　・　火災発見時は、１１９番通報し、大声で隣近所に伝え、消火器などで初期消火に努めます。

　　　・　火が大きくなり、消火が困難な時は初期消火を中止し、身の安全を守るため避難します。

　　エ　救出・救護活動

　　　・　救出・救護が必要な場合は、救出・救護班と連携し活動します。　　　
　　オ　避難

　　　・　地区の集合場所（公民館等）に隣近所への声かけをしながら安全に避難します。
　⑶　風水害発生時

　　ア　避難情報発令前
　　　・　テレビ、ラジオ等により気象情報、災害情報を
　　　　収集します。

　　　・　水害、河川の氾濫が危ぶまれるときは、避難の
　　　　準備などを早めに完了します。

　　　・　必要に応じて、地区の集合場所（公民館等）に
　　　　一時的に集合して避難所への避難準備を整えます。

　　イ　避難情報発令時　　　　
　　　・　「避難準備・高齢者等避難開始」が発令された
場合、避難に時間を要する高齢者等は、指定避難
所へ早めの避難を開始します。

　　　・　「避難勧告」が発令された場合、落ち着いて指
　　　　定避難所へ避難します。

　　　・　「避難指示（緊急）」発令時に避難が完了していない場合、直ちに避難を開始します。なお、夜間や避難経路が水没している時などは、無理をせず、２階以上の安全な場所へ避難します。
７　災害時要援護者（要配慮者）等の支援　　　　　
　　災害時要援護者とは、災害が発生したときに安全な場所へ、自分や家族の力だけでは避難できない人のことです。こうした方を災害から守るため、それぞれの要援護者に合わせた支援体制を整備するとともに、みんなで協力しながら支援を行います。

　　

　⑴　災害時要援護者名簿の作成
　　　市から提供される要援護者名簿に、自治会で把握している災害時に支援を必要とする人を加えた災害時要援護者名簿を作成し、要援護者に対する安否確認や避難の支援を行います。
　　　

　⑵　災害時要援護者等への支援内容
　　ア　災害時要援護者の把握に努める。

　　　　民生委員児童委員と連携して、新たな登録希望者の把握に努めるとともに、毎年、市へ要援護者名簿の提供申請を行います。

　　イ　避難するときは、しっかり誘導する。

　　　　安全な避難のためには、隣近所の助け合いが重要です。一人の災害時要援護者に対して、複数の避難支援者を決めておきます。

　　ウ　困ったときこそ温かい気持ちで接する。

　　　　非常時こそ、不安な状況に置かれている人にやさしく接する必要があります。困っている人や災害時要援護者には、思いやりの心を持って接します。

　　エ　日頃から積極的にコミュニケーションを図る。

　　　　いざというときに円滑に支援ができるよう、日頃から積極的に災害時要援護者とのコミュニケーションを図ります。

　⑶　災害時要援護者に応じた支援体制の整備
　　ア　災害時要援護者は身体面、精神面など様々な点で周囲の支えを必要とするため、それぞれの特徴を十分に踏まえた避難行動、避難生活を考慮します。
　　イ　災害時の具体的な支援内容や支援者の人数、避難方法を要援護者やその家族、民生委員児童委員や福祉専門職と話し合い、あらかじめ支援体制を定めます。
　　　　特に家族等の避難支援が得られない方や避難行動において特段の配慮を要する方については、個別支援計画（別途作成）を定め、地域の支援者間で共有を図ります。
　　ウ　支援者自身が被災することも想定されるので、複数の支援者を選定します。　

　　エ　自主防災会は、支援者本人とその家族の安全が図られてから支援が可能となることをあらかじめ要援護者及び関係者に理解を得ます。

　　オ　災害時要援護者が不在となる場合（入院・施設入所など）は、あらかじめ自主防災会（支援者）へ連絡をします。


８　計画作成後の研修、訓練実施の考え方　　　　
　
　⑴　地区防災訓練の実施
　　　災害発生時に、住民が「地区防災計画」に沿って適
　　切な行動ができるよう、市や消防署等と連携しながら、
　　次の訓練を中心とした地区防災訓練を毎年実施します。
　　ア　避難訓練（災害時要援護者支援活動含む。）
　　イ　初期消火訓練　　

　　ウ　応急処置訓練
　　エ　心肺蘇生法訓練
　　オ　土のう積み訓練

　　カ　炊き出し訓練

　　キ　危険箇所調査

　　ク　ビデオ鑑賞

　　ケ　講話

　　コ　その他
　　　訓練実施後は、訓練結果を検証し次回訓練に反映す
　　るなど、定期的に活動内容を見直し、必要があれば
　　「地区防災計画」の見直しを行います。

　　


　⑵　資機材、器具等の点検及び計画の見直し
　　　活動体制の各班を中心に、資機材、器具等の点検及び計画の見直しを定期的に実施します。
	班名
	内容
	時期

	総務班（本部）
	地区防災計画の見直し
自主防災会組織図の修正
	毎年〇〇月

	情報班
	防災マップの更新
タイムラインの検証
	毎年〇〇月

	消火・水防班
	消火・水防機材の点検（整備）
	毎年〇〇月

	救出・救護班
	防災資機材・救出用器具の点検（整備）
	毎年〇〇月

	避難誘導班
	避難経路の点検（整備）
	毎年〇〇月

	給食・給水班
	給食・給水器具の点検（整備）
	毎年○○月

	災害時要援護者
支援班
	要援護者名簿の提供申請
災害時要援護者名簿の修正
	毎年○○月

	
	支援体制・方法の検討・整理
	随時




９　用語集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　自助（じじょ）

　　　自分や家族で安全を守ることです。

・　共助（きょうじょ）

　　　地区の安全を地区全体で守ることです。

・　公助（こうじょ）

　　　市や消防署、警察署など公的な支援のことです。

・　地区防災マップ（ちくぼうさいまっぷ）

　　　それぞれの地区の危険箇所などを明示した地図のことです。

　・　タイムライン

　　　災害の発生を前提に、起こり得る状況を想定して「いつ」、「誰が」、「何をするか」を時系列に整理することで、自主防災会各班の防災行動を明確にする計画のことです。

　・　災害時要援護者（さいがいじようえんごしゃ）

　　　災害が発生したときに安全な場所へ、自分や家族の力だけ
では避難できない人（高齢者や障害者）のことです。

　・　要援護者名簿（ようえんごしゃめいぼ）

　　　災害時の支援のために個人情報を活用することに同意した要援護者の名簿です。西脇市の場合、自治会（自主防災会）からの申請で、長寿福祉課から提供を受けることができます。
　・　災害時要援護者名簿（さいがいじようえんごしゃめいぼ）

　　　市から提供される要援護者名簿に、自治会で把握している
災害時に支援を必要とする人を加えた名簿です。
10　付属資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○地区防災マップ
　（記載する情報の例）

・　危険な場所　　　　　・　防災倉庫　　　　
　　（浸水想定・土砂災害警戒区域等）　・　防火水槽・消火栓
　・　集合場所　　　　　　・　消防署、警察署
　・　避難場所　
　・　避難経路

[image: image1]
◆　「西脇市防災マップ」を参考に「地区防災マップ」を作成してください。

◆　地区で話し合い、地区の特性を知るとともに、みんなで情報を共有しましょう。



○自主防災会組織図（連絡網）




























○災害時要援護者名簿



○災害時要援護者支援ネットワーク編成表
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